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商品に関する商品学上の甚本事項
小西善雄
1. 商品の意義
1) 概要
現代経済社会においてほ，多くの物資は一般市場で売買することを目的と
して生産される。このようにして生産された物資が，使用価値 (valuein use; 
Gebrauchswert)および交換価値 (valuein exchange; Tauschwert)を有し，
商取引 (commercialtransaction; Handelsgeschiift)の対象として市場にあっ
て配給過程 (distributionprocess; VerteilungsprozeB)に置かれるとき，これ
を商品 (commoditiesor merchandise ; Waren) という。換言すれば，商品
ほ生産者の個人的使用のためにではなく他人の消費ないし使用のために貨幣
との交換を目的として市場に提供される資本主義的企業の生産物である。
商品の概念 (conceptof commodity; Der Begriff Ware) は，したがって，
貨幣との交換対象 (exchangeobject; Tauschgegenstande)としての販売目的
物 (s~lling objects; Verkaufsobjekte)であり利潤 (profit;Gewinn, Profit)の
獲得を目的として生産・販売される。
2) 商品と製品 (commoditiesand products) 
現代経済社会においては，自家用品や試作品をのぞくすべての製品は商品
として製造され販売される。したがって阪売を目的とする製品はすべて商品
と考えて差支えない。意味の広狭の観点よりみれば製品には自家用品が含れ
るから製品は商品よりも範囲が広く，また言葉のもつニュアンスとしては製
品は技術的工学的意味が強いのに対して商品は商業的感覚が強いといえる。
いずれにしても商品と製品は本質的には同義語と考えてよい。
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(1) 
Philip Kotlerは製品を次のように定義している。製品 (product)とは買い
手に満足 (satisfactions)あるいは利益 (benefits)を与えることを目的とする
物質項目 (physicalparticulars)，サービス項目 (serviceparticulars)，および
象徴（記号）項目 (symbolicparticulars)の1集団 (abundle)である。
3) 商品学上の商品
商品学で対象とする商品は，交換価値が主として実質にある実質的商品に
限られる。有価証券などのように交換価値をもち，商取引の対象となってい
ても，それ自身が使用価値をもたないもの，即ち交換価値が単に形式のみに
ある形式的商品は，商品学上の商品の範疇に入らない。また使用価値をもっ
ものでも，土地のような不動産およびこれに準ずるものは，商品の性質上移
動可能の対象とならないから，これも商品学上の商品から除外される。その
他，骨董品のように，実用価値以外のものが高く評価されるものも商品学で
は取扱わない。したがって商品学上の商品は，主体的には生産物としての有
用性が流通過程において客体的に社会的な容認を受けるものであり，その有
用性が使用価値として具現されるのである。すなわち，商品は物質性として
の使用価値を持つと同時に社会性としての価値を持つものであるから，使用
価値と社会的な価値の統一体であるとともに，価値の現象形態として交換価
値を持つものである。 ― 
商品が成立するためには，その前提として社会的分業 (socialdivision of 
labor; soziale Arbeitsteilung, 次節参照）が確立していることが必要である。
すなわち，製品は自給自足経済の時代から存在していたが，商品は社会的分
業として生産と消費が分離してから後の産物である。近代的な商品は，その
交換の一方が貨幣であることを特質とし， とくに，市場配給を支配的とする
現段階において成立し，問題とされるものである。歴史的にみて，交換の初
めは剰余生産物について行われ，更に技術の発達によって交換のみを目的と
する生産が現われるようになり，しかもそれが一定の資本の専属的な義務と
なるに至って完成されるようになったのである。商品の市場配給を中心とす
る現在の複雑な経済機構が生まれてきた理由は，自給自足をなすよりも，分
(1) Philip Kotler, Marketing Management, 1967, p. 289. 
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業によって各人の最も得意とする生産分野に専念し，市場を通じて交換しあ
うことが，結局各人の生活向上になると考えたからである。
4) 現代の商品
現代の商品ほ最新の生産技術，商業（経営技術），および資本の相互結合に
よって生産・阪売される。この商品生産の三要素としての技術 (modern
techniques; Techniken)，商業 (commerce;Handel)，資本 (capital;Kapital) 
の総和がよりすぐれている企業ほど競争市場において優位を占めることがで
きる。生産技術水準ほ，労働者の技術的熟練度，生産機械設備の優秀度，製
品計画，生産能力（生性産）と生産規模，立地条件（土地）などの総合である。
商業は，その中心が販売力であり，これを左右するものはマーケティングで
ある。資本は，その大きさおよび質つまり自己資本 (ownedcapital ; eigenes 
Kapital)と他人資本 (borrowedcapital; fremdes Kapital)の割合が企業経営
の状態を左右する。
現代社会の経済活動は商品の生産・流通・消費を基盤としており，極めて
多数の自主性を持った企業と家庭の総合体であり，それぞれの自由経済を原
則としている。社会主義社会における計画経済のもとでは企業や家庭の自主
的行動は著しく制限されているが，それでもなお，最近における利潤概念の
導入にみられるように，逐次，自由経済的方法が採用され，各人の自由が確
保される方向に改革が進められている。今や純粋な資本主義，純粋な社会主
義，しま存在しないのであり，資本主義社会ほ社会主義社会の長所を，社会主
義社会ほ資本主義社会の長所を，それぞれ導入し新らしい形態の社会を発展
せしめつつあるといえるであろう。これが混合経済 (mixedeconomy)また
は二重経済 (dualeconomy)といわれるものである。即ち混合経済とは，資
本主義の場合には自由経済体制のもとにおいて発生する恐慌や不完全雇用そ
の他の弊害を是正するため，政府がある程度の経済統制を行ない，私企業の
自由行動に対して直接に統制と制限を加えるとともに政府自から公的企業を
経営するような経済体制である。今後の経済学や商品学にとって重要な研究
課題ほ，この混合経済における諸問題の究明にあるといっても過言でほない。
前節で少しふれた社会的分業ほ，資本主義社会の場合は自然発生的であり
商品に関する商品学上の基本事項（小西） (125) 223 
見えざる手と利潤の高低によって分業が変化する。すなわち成長産業にはよ
り多くの資本・労働・商業などが集まり産業構造が変化する。例えば石炭か
ら石油へ，石炭化学から石油化学へと。これに対して社会主義社会における
社会的分業ほ，計画的であり国民全体の立場から最も有効に社会内の分業を
担当するよう統制されている。混合経済はこの両者のそれぞれの長所を導入
した形態を取りつつあるのである。社会的分業によって労働技術と生産過程
が専門化された現代の社会機構では，人々しま衣食住その他の必要な物資のほ
とんどを商品市場において購入する。商品市場は商品売買とそのための商品
の評価社会であって，商品の需要供給関係の評価および使用価値を価格で評
価することなどによって交換価値が定められる。
5) 商品の循環と発展
経済はまず自然界から自然体を採取することから始まる。それに耕作形成
や加工をほどこし原料品を生産する。原料品を精製加工して製品として販売
し使用消費される。消費過程において使用消滅するものもあれば古原料とし
て再利用されるものもある。いずれにしても最後に廃物となる。公害 (pol-
lution) は商品の生産過程， 利用過程， 消費過程のすべての過程において発
生する。生産過程における公害は主として産業廃棄物や労働公害によるもの
である。利用過程における公害は交通公害，大気汚染，欠陥商品による公害
などを中心とする。消費過程においては食品公害，衣料公害，食器公害など
衣食に関するものを中心とする。
商品生産ほ以上のような公害を伴いつつ，たえず循環し発展している。し
かし現在社会的に極めて重要なことは公害問題の解決と産業廃棄物の処理と
その再利用に関する研究である。今や経済の本質は (the essence of the 
economy; Das Wessen der ・ Wirtschaft) このような商品概念 (theconcept 
of commodity; Der Begriff Ware)を抜きにしては存在し得ないのである。
経済における商品の循環と発展
(Kreislauf und Entwicklung der 
(2) 
Waren in der Wirtschaft) 
(2) s. Viktor Posch!, Warenkunde, 1912, 1924, S. 3. 
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1. 自然界 Natur
↓ 
2. 自然体 NaturKorper 
↓ 
3. 耕作形成 Kulturformen
↓ 
4. 原料品 Rohstoffe
↓ 
5. 経過段階 0-bergangsstufen
（中間製品 Zwischenfabrikate)
↓ 
6. 使用商品 Gebrauchsgegenstiinde
↓ 
7. 古原料 Altmaterialien
↓ 
-8． 廃物原材料 Abfallstoffe
↓ 
→5. 経過段階
↓ 
6. 使用商品
↓ 
7. 古原料
↓ 
8. 廃物原材料
↓ 
産業廃棄物
Industrielle Abfalle 
（公害の発生）
公害は2．から8.までの全過程において発生している。とくに近代産業とし
ての重化学工業 (heavychemical industry; schwer chemische lndustrie)に
おいてこの傾向が著しい。
日本における高分子化学の第 1人者として新しい合成樹脂を数多く開発し
てきた神原周博士は昭和46年4月3日関西大学で開かれた日本化学会（会員
3万5千人， 6千人が出席）において特別講演し残る人生を産業廃棄物の処理に
関する研究にかけると話した。神原博士ほ，公害問題を解決するためには生
産工程中心の考えを根本的に改めなければならないことを指摘し，さらに副
産物を工場外に出さず原料として再利用することを強調した。
2. 商品の現状と歴史的発展
1) 現経済体制における商品の価格と品質の概要
資本主義経済社会における企業の目的は利潤である。商品の生産者や阪売
業者などのすべての私的企業は利潤獲得のために計画 (planning)，業務 (ope-
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ration)，制御 (control)を行なう。
社会主義経済社会tとおける事業の目的は政治的なものであるけれども，近
年利潤概念の導入が行われ生産，販売，消費の効率化がはかられていること
に注意せよ。
資本主義社会および社会主義社会はそれぞれに長所と欠点とがあり，その
優劣を簡単に論ずることはできない。例えば商品の品質と価格についてみる
と，それぞれの社会にそれぞれの特徴ある品質と価格の商品が生産されてい
る。消費財商品の種類の豊富さにおいてほ，工業国としての資本主義諸国の
それは工業国として社会主義諸国のそれをしのいでるかの感がある。しかし
ながら，それは資本主義経済における私的企業が利潤獲得のために不必要な
生産と販売戦略を行ない消費者にいちじるしい浪費をしいていることもまた
明らかである。
もし現在の資本主義社会が完全競争市場 (perfectlycompetitive market)で
あるならば見えざる手の学説 (Invisible-HandDoctrine)がよく作用し商品
の価格は需要曲線と供給曲線の交差する均衡価格に落着くであろう。現在の
典型的な競争形態としての不完全競争市場 (im_I>erfectlycompetitive market) 
の場合においても完全独占 (perfectmonopoly) は極めてまれな限定的ケー
スであって，しかもその完全独占といえども需要曲線は垂直にはならないの
であるから（完全競争の場合は個々の企業の需要曲線は水平）商品の価格引下げに
よって需要を拡大しうる。まして独占的競争 (monopolisticcompetition)の
場合においてほかなりの程度に見えざる手の学説が作用するであろう。かく
して，商品の価格は完全競争市場の場合には均衡価格に，不完全競争市場の
場合には独占度 (degreeof monopoly,需要の弾力性の逆数）によってその程度
は異なるが，独占度が弱ければ弱いほど（つまり需要の弾力性が大きければ大き
いほど＝弾力的商品であればあるほど）企業の市場支配力が小さいから，価格ほ
均衡価格に接近するであろう。
これに対して，社会主義社会においては，価格は一般に均衡価格より安く
定められるから商品の供給量より需要量が多くなり消費物資を購入するため
にしばしぼ消費者の行列がおこるのである。
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Interaction of demand and supply. 
Industry （完全競争市場の 1産業）
または MonopolisticFirm 
Firm（完全競争市場の 1企業）
つまり eachproducing about 
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図において資本主義社会の湯合の独占的企業の商品の価格を bとすれば需
要量は a-bで供給量は a-b’ であるから b-b’ が過剰となり価格メカニズム
の作用によって価格は下がる。
社会主義社会の場合の商品の価格はfに定められるからf-f'の供給不足
となり消費者の行列がおこる。
今日，完全な形態の自由資本主義社会ないしは社会主義社会ひいては共産
主義社会は存在していないと考えられる。すなわち，資本主義社会ほ計画経
済の導入が顕著であり，社会主義社会には利潤概念の導入が行われている。
このように資本主義と社会主義の両方の特質をそなえているような経済制度
を前述のように混合経済という。例えば自由世界のたいていの諸国では民問
産業と政府の産業が混在し程度の差こそあれかなりの計画経済と統制が行わ
れている。寡占企業の設備投資，工場新設，拡張などは政府の指導制と許可
制にもとずくものが多く，企業の自由な行動を大幅に制限している。
自由放任経済のもとでは「スクグフレーショソ」 (stagnationとinflationの
合成語でイギリスの故マクラウド蔵相が最初に使ってから一般化した。景気停滞とイ
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ンフレーションが同時に起る状況， あるいは景気停滞による失業者の増加にもかかわ
らず物価が上昇する状態）や「公害」 (pollution) を伴うから， このような国民
経済を制御するためには「見えざる手」のほかに「見える手」（計画メカニズ
ム）の必要なことは明らかな事実である。
次に，商品の品質はいかに形成されているか。まず資本主義社会の場合は
競争と独占との併存社会であるから，独占的企業ないし寡占企業ほ同種商品
あるいは代替関係にある商品を生産する他の企業との競争に打ち勝たねばな
らない。それゆえに価格競争とともに激しい品質競争が展開され，その結果
商品の品質は向上する。ただし価格競争については独占度の強い商品ほどそ
の可能性は後退し競争はもっばら品質競争に向けられるであろう。これに対
して，独占力の比較的弱い商品が競争に打ち勝ち市場を拡大するための必須
の条件ほ，品質の優秀性と価格の安さである。例えば，イギリスの高級時計
産業は第二次大戦前にようやく大物時計（クロック）の大菫生産を始めたが，
自動機の利用によって組織されたドイツのクロック工業によって壊減的な打
撃を受けた。ドイツ製品の品質の優秀性と価格の安さはアメリカのクロック
工業にも大きい影響を与えたが当時アメリカは高率の関税をかけてドイツの
クロックを防いだ。品質の優秀性と価格の安さとによって現在では日本の多
くの商品が世界市場に進出しているが，輸入国側としてほ自国産業保護のた
め種々の対策を講じている。
社会主義社会における商品の品質ほ，資本主義諸国の商品に比して勝ると
も劣らないものが生産されている。例えばソ連の時計をはじめ耐久消費財の
(3) 
分野においてもこの傾向が著しい。
2) 歴史的発展
紀元前約4千年のメソボタミアにおける人類最初の文明はチグリス川 (Ti-
gris) とユーフラテス川 (Euphrates)の流域における農業と経済的剰余 (eco-
nomic surpluses)を基礎として発展した。したがってメソボタミア経済ほ威
(3) 小西善雄，ソ連時計の品質，アメリカ時計学会，昭和32年。
小西善雄，ソ連時計産業の発展と現状，アメリカ時計学会，昭和34年。
小西善雄，時計工業，平凡社世界大百科事典，昭和47年4月（予定）。
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信または年貢経済 (prestigeor prestational economy)として経済的剰余を持
たない自給自足経済 (subsistenceeconomy)に対立するものである。
メソボタミアにおける経済は剰余物の交換すなわち物々交換によるバータ
- (barter)取引として発生した。これが商業の最初である。そののち B.C. 
700年頃にリディア (Lydia)における国家鋳造貨幣の出現，さらに地中海地
域 (Mediterraneanregion)および中央ないし北ヨーロッパにおける商業が促
進された。この最初のマーケティングシステムは重商主義 (mercantilism)の
出現までの約5,500年間続いた。
17-18世紀のヨーロッパの資本主義の成立期における重商主義の出現は主
として中世の経済的および精神的混乱の反動として， また商業革命 (com--
mercial revolutionすなわち中世の商業センターがイタリア・南ドイツの地中海から
スペイン・ボルトガル・オランダ・イギリスなどの大西洋への移動） による結果と
して起った。重商主義的思想 (mercantilisticthought)の本質は，強力な政治
的統制と支配を基礎として輸入を減らし輸出を増して貿易剰余と政治的優位
を達成し国内産業を防衛し強力な独立国家を創造することにあった。重商主
義ほマーケティングの第 2の変革段階であって近世初期から産業革命に至る
ヨーロッパ諸国の経済政策と経済理論の総称であり， 18世紀後半から19世紀
初頭の自由放任主義 (laissez-faire et laissezpasser; laissez-faire economic 
doctrine) に対立する。重商主義の理論的および実際的に最も進んだ形態は
コルベール主義 (colbertism) として知られる。 コルベール 0ean Baptiste・ 
Colbert 1619-83)はフランスの第 1級の政治家でルイ 14世治下の財政総監
(finance minister) として重商主義政策を完璧な形で実現した。
産業時代 (TheIndustrial Age) 
18世紀から現在までの産業時代を広く分類すれば次の 3期に分けることが"
(4) 
できる。
1) 第 1期は1730年代から1930年代の後半にかけての 200年間にヨーロッ
パの経済的発展国，アメリカおよび日本は産業革命を完成した。
2) 第 2期はオートメーショ｀ノあるいは機械化による人間労働の効果的利9
(4) Karl A. Elling, Introduction to Modern Marketing, 1969, p. 8 f. 
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用が進んだ時代，すなわち1930年代後半から1950年代中期。
3) 第3期は急速な科学的・技術的進歩の時代すなわち1950年代後半から
現在まで。
産業革命 (TheIndustrial Revolution 1730's-1930's) 
産業革命ほ周知のごとくイギリス繊維産業に始まった。 1733年 JohnKay 
による shuttleの発明により高速広巾織りが可能になった。 1753年 Earnshaw
による cottonreel, 1765年 Hargreavesによる spinningjenny, 1769年
Arkwrightの waterframe, 1779年に前2者の長所を折衷した Cromptonの
spinning mule, 1785年に Wattによる steamengine for cotton mill, 1785 
年 Cartwrightによる powerloom,1792年 EliWhitneyによる繰綿機，など
の発明を中心として順次に他の産業に波及し漸進的な変革が進んだ。
一般的に19世紀末までの産業革命は政府の干渉なしに進行したが， 20世紀
に入って以来とくに1950年代のオートメーション革命，および最近の科学革
命は政府の指導と統制によって進められていることに注目せよ。
商品の分野においては，産業革命は産業力と資本の集中によって大規模な
原材料の購買と機械力の複雑高度な利用を可能にした。かくして大量生産が
可能となり多くの商品が奢俊品から一般商品へと転化した。
オートメーション革命 (TheAutomation Revolution 1930'sー1950's)
オートメーショソとはオートマティゼーション (automatization自動化）
または自動操作 (automaticoperation)の略語である。自動制御装置 (feedback
system or feedback principle)および高速電子計算機 (highspeed computer) 
と結びついた高度の機械設備を用いて人間労働の一層の効率化を計ること。
アメリカでは1935年にゼネラルモークーズ社が， 日本では1954年に石油精
製工業において用いられたのが最初であるとされている。オートメーション'
ほ自動制御機械装置やコンビューターによって製造工程を改善して自動化・
機械化したもので，人間の助けや操作なしで作動するあらゆる操作を含む。
最も代表的な自動化製造工程 (automatedmanufacturing process)は次図
(5) 
のごとくである。
(5) Elling, op. cit., p. 10. 
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Automated Manufacturing Process 
オートメーションは第2次世界大戦以降，世界全体を通じて工業国が経験
してきた生産性の上昇のために称揚されているが，その十分な経済的衝撃を
評価するのほむづかしい。一方において，オートメーショソの導入は確かに
重要な生産費の節減を可能にしたし，またそれなしではとても手に負えそう
もない仕事を実行可能にした。他方，労働とりわけ未熟練労働の必要をそれ
(6) 
だけ減少させて，失業問題をいっそう悪化させるもととなったのである。
科学革命 (TheScientific Revolution, 1950's-present) 
ソ連のスプートニック (Sputnik)の出現が新しい時代の動機となって科学
革命へと展開した。一方においては政治的諸問題，他方においてほオートメ
ーションの一層の発展によって，多くの先進諸国において人間問題の解決に
科学的アプローチ (scientificapproach)の採用が強調されてきた。その基本
的用具はコンピュークーであり，それは過去のデークの即時呼返し，および
情報的配置により新しい知識を供給することができる。美術工芸，文学，語
学の諸分野において従来の伝統的方法がコソビュークーによる科学的方法に
変換されている。もちろん商品，経営，マーケティングおよびそれらの関連
(7) 
分野においてほ，この問題はさらに重要になった。
(6) マグローヒル現代経済学辞典 p.24-25. 
(7) cf. Elling, op. cit., p. 12 f. 
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3. 商品に関する諸項目
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1) 品目 (Items)，ライン (Lines)，製品ミックス (ProductMix) 
今日の大多数の企業は多品種構成組織 (multiproductorganizations)であ
る。例えば 1965年のスーパーマーケット平均取扱品目は 6,800であり，
American Optical Companyは30,000の品目を生産し， GeneralElectricほ
(8) 
250,000品目以上を取り扱っている。
製品増加のために今日の代表的な会社が行なう製品政策決定 (product
policy decisions)は製品集合 (productaggregation)の次の 3つの標準によっ
(9) 
て決定される。
A. 製品品目 (Productitem)：販売業者のリスト (list目録）に別々の名称を
もつ製品の特別の型（例えば theKodak Instamatic 100が製品品目）。
B. 製品ライン (Productline) ：製品の 1 グループすなわち要求別，使用別~
同一顧客グループヘの販売，同一の販路，同一の価格に該当，などによっ
て密接に関連する製品グループをいう（例えば EastmanKodak社のいろ
いろのカメラが製品ライン）。
C. 製品ミックス (Productmix) : 1企業または 1経営単位 (abusiness unit) 
によって販売される製品の複合物 (composite) （例えば， Eastman Kodak 
社のカメラ，フィルム，写真用品，化学製品，プラスチック，繊維などが
製品ミックス）。
2) プロダクトライフサイクル (ProductLife Cycle) 
新品目および新ラインが次々と市場に現われ旧型は衰退する。このことは
現在の会社製品が遅かれ早かれその市場地位を失なうことを物語っている。
(10) 
これを図示すれば次のごとくになる。
多くの商品は導入から発展，成熟，衰退へと代表的なパターンを示す。こ
れがプロダクトライフサイクルと呼ばれるもので4~5段階に分けることが
できる。
(8) Philip Kotler, Marketing Management, 1967, p. 289. 
(9) Kotler, op. cit. 
(10) Kotler, op. cit., p. 291. 
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Figure 1 需要量とライフサイクル
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Figure 2 Stages in the product life cycle 
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北原教授の説明によると（図 1)，新製品（ I)を開発するには，まず基礎
研究の結果をある用途に利用する応用研究をし，次に応用研究が企業化でき
るような経済的な製法や設備の研究をし，さらに試作・試運転などをする。
E. Jerome McCarthy, Basic Marketing, 1968, p. 282. 
北原三郎，商品学， 1969,p. 12. 
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Figure 3 Life cycle of a typical product 
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市場への投入初期までが導入期であり，新製品として市場に出現し，次第
に成長する。成長期を経て成熟期になるころ，技術の進歩，市場条件の変化
によって新しい製品 (II)が台頭し，従来からの商品と競合する。新製品と
いわれるものほ一般に従来の商品に比して競合力が大きい。たとえば，ジェ
ット機はプロペラ機より，ディーゼル車や電気機関車は蒸気機関車より，セ
メソト製の電柱や枕木は木の電柱や枕木より新しく出現して，しかも競合カ
が大である。競合におくれた従来の商品は改良して競合力をつけるか，さも
(11) 
なければ衰退する。
(1.2） 
次に McCarthyの説明によれは，次の 4段階に分けられている。
導入期 (Introductionstage) 
製品が市場に現われたばかりで一般にあまり知られていないので販売促進
が必要とされる。将来への投資の時期である。
成長期 (Marketgrow山）
この第2段階では革新者 (innovator)が実質的利潤を獲得し始める。阪売量
が急激に増加する。競争者が市場に現われるが，そのため製品は品質・デザ
インなどが改善され，それが需要を一層高め，より多くの利潤が得られる。右
(11) 北原三郎，前掲書。
(12) McCarthy, op. cit., pp. 281-83. 
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下りの需要曲線 (downslopingdemand curves)を持つ独占的競争 (monopolistic
competition)がこの期間およびさきの導入期における特徴である。利潤がヒ°
ークに達するのはこの成長期であって，販売最のビークよりも早いことに注
意せよ。成長期の後期でほ販売量はなお増加しているが利潤の低下がすでに
始っている。
成熟期 (Mark~t maturity) 
多くの競争者が市場に参加する。若干の場合には参入 (entry)は困難であ
る。もし製造業者が大規模な数社によって占められ且つ製品が同質的(homo-
geneous)である場合は寡占 (oligopoly)が成立する。産業の利澗ほ市場成熟の
全期間を通じて低下する。その理由は，販売促進費の増加，生産量の増加に
よる価格の低落，さらに顧客を誘引するために各企業が価格を引き下げる，
などによる。各企業はまだ個々の右下りの需要曲線を持っているけれどもそ
のカープは各メーカーの製品がほとんど同質的となるゆえに弾力性が増加し
水乎に近づく。産業全体の販売蓋ほ増加しているけれども価格は下落する。
例えば最近のプラスチックス， トランジスタ，カメラ，白黒テレビ，魚釣り
用具などはその好例であろう。
衰退期 (Salesdecline) 
販売量が低下し他のすぐれた製品または新製品や代替品にとって代られる。
3) 商品の品質
商品の評価ほ主として品質，デザイン，価格の 3項目によって行われる。
機械商品では性能を付加える。また付加機能や流行なども商品の評価を左右
する。商品の品質は一般に材質や加工仕上げ程度の良否を示す質の程度によ
って示されてきたが，筆者は市場品質の概念 (TheConcept of Market Qua-
(13) 
lity)を考えている。
ここでは市場品質の定義のみを記す。 「市場品質は生産者や商業者が商品
の販売を有利に導くために主張する品質でもなければ，消費者サイドに立っ
て消費者の一方的利益のために主張する品質でもない。市場品質は一方の立
(13) 小西善雄，商品学の立場と本質，商品研究68号， 1967;商品学の研究方向，商
学論集13巻 6号， 1969:マネジエリアル商品学の本質，商学論集15巻 6号， 1971。
商品に関する商品学上の基本事項（小西） (137) 235 
場に偏しない科学的品質であり，生産・流通・消費の総合論理および自然科
学的品質と社会科学的品質との総合化によって評価せられる客観的品質をい
う。すぐれた市場品質をもつ商品は最も多くの市場に受け入れられ且つ長期
のライフサイクルをもつ商品である。市場品質は現代の商品の最も正しい品
質であるといえる。」
(14) (15) (16) (17) (18) 
品質に関して，三谷茂，水野良象，北原三郎，飯島義郎，西岡久雄，岩崎
(19) 
金一郎・星宮啓の諸教授はそれぞれの見解と所説を展開している。諸教授の
品質理論の詳細は他稿にゆずるが，ここでは西岡，岩崎，星宮3教授の所説
の一部を次に引用しておく。
西岡教授は，『品質ほ価格とともに商品の重要問題である。商品間の競争は，
主に品質と価格とをめぐって展開され，その優勝劣敗が定まるといえる。品
質とは，簡単には，商品のもつ有用性である，といえる。しかしこの有用性
は，たとえ同一の商品であっても，用途または使用目的を異にすれば，変化
または消減する。したがって，「品質とほ，特定の用途または使用目的に対す
る有用性である」と定義できる。もちろん厳密には有用性は，商品がおかれ
る環境によって，またその環境諸条件が変化するにともなって，絶えず千変
(20) 
万化する。それゆえ品質は決して固定不動のものではない。』
次に岩崎・星宮両博士ほ，商品品質の発展傾向について次のごとく指摘さ
れる。 『科学としての商品学は所与の資料の組織化，抽象化ないし理論化に
(14) 三谷茂，商品学の本質に関する一考察，商品研究第7号1951;品質と価格，商
品研究26• 27号1956~57:品質形成の要因に関する考察，商品研究33,35号， 1958
~59；品質と品位，商品研究59号1965りおよび著書「理論商品学」 1966；その他。
(15) 水野良象，商品の本質と商品学，神戸商大論集9号昭和27年；商品学の本質，
神戸商大論集3号昭和25年；商品の本質，商品研究9号1952；品質評価の基本問題，
商品研究17号1954;品質評価の週程と方式．商品研究22号1955;その他。
(16) 北原三郎「商品学」昭和43年。
(17) 飯島義郎，商品学体系化への一考察，商品研究19号1955;共著「基本商品学」
1955第5章；その他。
(18) 西岡久雄共著「新商品学」 1964:その他。
(19) 岩崎・星宮「商品学要論」 1964。
(20) 西岡久雄，前掲書， p.16. 
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よって法則を樹立し，予見し得るまでの科学性を持つまでに成長発展するこ
とが理想であろう。試みに商品品質の発展傾向について考察して具よう。商
品品質を客観的に見るとき，必ずしも固定したものではなく，時と共に変化
発展するものと考えた方が妥当と思われる。自由経済主義の社会にあってほ．
より栄養的な食品・より性能のよい機械•より快適な衣料品というように類
似目的をもった商品の間には優勝劣敗の原則があり，不断の改善工夫がなさ
れなければいかに広告，宜伝に浮身をやっそうとも衰減の憂目を見ること必
定である。商品のいわゆる LifeCycleほ益々低下してきている。商品の品
質は経済学の捉えるような静的なものではないのであるから商品学において
ほ品質を動的に把握する立場を鮮明にすぺきである。例えば商品の年間成長
率を見るとプラスのものありマイナスのものも少なくない。品質を向上した
新しい商品が成長し古いものが衰退して各商品がそれぞれ LifeCycleを画
いていることは明瞭である。生産者は消費者の欲求や競争者の情報を捉え，
研究員•生産技術者・企画に当る事務員迄がこの消費者の欲求に沿う品質改
善の Ideaを創り出し，または大メーカーの Ideaを真似る。創造的発展の
多くは研究機関によって生まれるが，たまたま期待とは異なる発明をするこ
とも稀ではない，例えば Kodak社の濃縮 Vitamineの発明や Fibreglassの
(21) 
発明など。』
品質を向上した新しい商品が成長し古いものが衰退して各商品がそれぞれ
(22) 
Life Cycleを画いていく状況は次図によって示される。
西岡，岩崎．星宮，三教授の品質に対する考えはいずれも品質を固定不動
のものではなく動的なものとして把握する立場をとっている。動的品質の研
究が商品学における品質の empiricalstudyおよびそれを基礎とする品質理
論の究明における基本理念であるといいうる。
市場品質 (marketquality; Market Qualitlit)に関してほ，水野良象教授．
三谷茂教授，西岡久雄教授，北原三郎教授および筆者がそれぞれの立湯で研
(21) 岩崎金一郎・星宮啓，商品学要論，昭和42年， pp.19~20. 
(22) McCarthy, op. cit., p. 285. 
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Sales Patterns of Products in Company which 
regularly introduces New Products 
(139) 237 
Company Sales Continue to Grow 
(
S
J
O
l
]
O
p
)
 
S
8
J
B
S
 
一¥eS ---s . 
co悩P
硲／’/
魯ふ :----
-—一乙”.
一
--;パ；／
Time 
(23) 
究を展開してきた。これらの詳細な研究と展開は他稿に記すこととして． 以
下に市場品質に対する筆者の考えの一部を述べて本稿の結びに代えたい。
品質は自然科学的（枝術学的）品質と市場品質の二つに大別することができ
る。自然科学的品質は自然科学の水準および生産技術水準が高ければ高いほ
ど可能なかぎり高めることができる。例えば耐久消費財商品を例にとれば時
計商品ではパティック・フィリップ (Patek,Philippe)，ヴァシュロン・ニ・
コンスタンタン (Vacheronet Constantin)，ォードマル・ビゲ (Audemars,
Piguet)のような最高級の腕時計はこれに属する。また一般の商品とはいえな
いが軍需品としての艦船や航空機および巨大科学（巨大科学＿メガサイエンス
とは既存の科学や枝術の水準をこえてより広い範囲の超専門分野を組織的な努力によ
って統合して一つの目標を完成する科学一一例えばアポロ計画の成功）なども自然科＊
学的品質はその時点における最高の水準を備えているといえる。両者に共通
して，前者の時計商品のような最高級商品は限られた特定の人々の対象物で
(23) 水野良象，品質評価の基本問題，商品研究17号， 1954。
水野良象，品質評価の過程と方式，商品研究22号， 1955。
三谷茂，理論商品学， 1966, 広文社。
西岡久雄，新商品学， 1964, 明玄書房。
北原三郎，商品学， 1968,一橋出版。
小西善雄，商品の市場品質と鹿品学，経営科学1966年10月号。
小西善雄，商品学の立場と本質について，商品研究68号， 1967。
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あり，後者のような軍需商品（既ち軍需品といえどもその一部は輸出入され国家間
の貿易の対象物となるから軍需商品と呼びうる）または巨大科学（メガサイエンス
を構成する各専門分野の研究や枝術は特許やノウ・ハウなどの枝術輸出入の対象とし
て商品化される）も直接には一般消費者に関係する商品ではない。即ちこれら
の生産物はコストを無視して最高のものがつくられる。
しかしながら，一般商品では， 自然科学的品質の決定は科学的技術的水準
と利潤つまり生産販売量とそのコストと収益 (revenue) との差を考慮したう
えで行われ，同時に消費者欲求 (consumerneeds)および消費者需要の質的量
的な動向についての綿密な調査研究を基礎として自然科学的品質にさらに修
正を加えて最適市場品質を確定し生産に入る。
したがって企業が決定する市場品質は極めて動的であって，消費者市場の
動向（消費者欲求の質的量的変化），内外の競争企業の同種商品との競争などの
外部要因および企業の技術水準，資本力，販売力などの内部要因などによっ
て影響をうけ市場品質が変動する。
例えば内外の競争企業が改良製品や新型製品ないし新製品を出し顧著な売
れ行きを示してきた場合には，直ちにこれに追随して最適の市場品質を備え
た製品を出すか，或いはその他の対抗策を講じなければならない。
かくして最適の市場品質を決定するためにニューマーケティングの導入が
不可欠 (indispensable) となる。次に示すのはマーケティングのニューおよ
(24) 
びオールド両コン七プトの比較である。
The old and new concepts of marketing 
(a) The. old concept 
Focus .LMean End 
小西善雄，商品学の研究方向，関西大学商学論集13巻6号， 1969。
小西善雄，マネジエリアル商品学の本質，関西大学商学論集15巻5号， 1971。
(24) Kotler, op. cit., p. 6. The old conceptでは最適市場品質の決定が行われず
企業を破滅に導く。その実例 (ElginNational Watch Company)および Thenew 
conceptの詳細については同書 cf.pp. 4-11. 
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Products 
(b) The new concept 
Focus 
Customers 
Selling 
and 
Promoting 
Means 
Integrated 
marketing 
Profits through 
sales volume 
End 
Profits through 
customer 
satisfaction 
自然科学的品質は狭義の品質であり市場品質の一部分を構成する。すなわ
ち自然科学的品質はオールドコンセプトの products中心主義の概念である。
これに対して市場品質はニューコンセプトの顧客中心志向 (customer-orient-
ed focus) の概念を基礎とする。商品が市場において成長するや否やはまさ
に市場品質の優劣にかかっているのである。
